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問い合わせ先：ボランティア・NPO活動センター

代表メールアドレス
E-mail：ryuvnc@ad.ryuoku.ac.jp
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アジアの大国・インド。経済発展が進み、グローバルサ

ウスの新しいリーダーとして世界の注目を集めています。

今回はそんなインドでも日本との経済交流が特に盛んな

南部の中心都市チェンナイの近郊農村を訪れます。女性

のエンパワメントを支援する現地NGOの活動を、英語を

使って体験します。農村の現実を学ぶとともに、インド

の社会・経済のダイナミックな変化とそれをもたらす原

動力を理解します。変革期のインドを体感しましょう！

事前説明会

日程：2023年10 月11日（水）12:45～13:15
オンライン（ZOOM）にて（翌日からセン

ターのHPで同じ内容を動画配信）

※説明会のURLは当日にセンター

のHPに掲載します。応募には事

前説明会への参加が必須です。

（当日参加できない場合はオン

デマンド動画の視聴でも可）

～プログラム内容～

日 程：2024年3月2日(土)～11日(月) 10日間

企画引率：経済学部 大原盛樹教授

募集人数：10名（最少催行人員8名）

参加対象：龍谷大学の学部生及び短期大学部生

申込締切：2023年10月27日(金)17:00まで

参加代金：約15万円（補助後の金額・詳細は説明会にて）

※龍谷大学、ならびに日本財団ボランティアセンターより

各々6万円（合計12万円）の補助が出ます。

インドの農村で学ぶ

女性の自立・教育・
経済発展

春季海外体験学習プログラム
～インド南部の町・チェンナイ 10日間～

センターHP



①チェンナイで女性の自立を長年支援してきた現地ＮＧＯの経験を、農村や漁村

の現場を体験しつつ学びます。「変わるインドの今」がわかります。

②英語をブラッシュアップします。レクチャーを受けるだけでなく、現地の中学

生に日本文化を紹介するコンテンツを用意し、英語でプレゼンします。

③日本政府機関（総領事館とJETRO）を訪問し、日本とインドの関係を学びます。

④「世界遺産」がある海の町マハーバリプラムでインドの歴史と文化を学びます。

⑤現地に詳しい経済学部・大原教授が引率します。安心して参加できます。

⑥事前・事後の学習会、報告会の実施や、報告レポートの作成を通じて「深い学

び」を実現します。

⑦センターからの補助があるため安価に参加する事が出来ます！

春季海外体験学習プログラムのポイント

主催

龍谷大学ボランティア・NPO活動センター

（深草）成就館１階 TEL 075-645-2047
（瀬田）青志館横 TEL 077-544-7252
E-mail：ryuvnc@ad.ryukoku.ac.jp

現地学校での交流の様子農村地域視察の様子

HPX（旧Twitter） Facebook

※本事業は公益財団法人日本財団ボランティアセンターの共催にて実施しています。

世界遺産と海の町：マハーバリプラム プレゼンテーションの一コマ
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